


















































































平 均 値 	 126.6 	 127.5
中 央 値 	 121.0 	 125.5
最 頻 値 	 113.0 　99.0
標 準 偏 差 　47.6 　46.2
不偏分散値 2267.8 2133.0







○ 32.8 16.9 	 49.7
× 33.4 16.9 	 50.3
総計 66.3 33.7 100.0














































○ 126.4 114.9 122.5
× 138.1 121.4 132.5



























１ ２ ３ ４ ５ 総計
内容の読解
○ 0.44 4.39 21.05 46.93 27.19 100.00
× 0.00 1.72 21.55 51.72 25.00 100.00
総計 0.29 3.49 21.22 48.55 26.45 100.00
表２－５　形式と表記点との読解（点）
表記点
１ ２ ３ ４ ５ 総計
表現の形式
○ 0.00 4.00 22.22 48.44 25.33 100.00
× 0.84 2.52 19.33 48.74 28.57 100.00





○ 18.7 16.8 18.0
× 17.7 16.8 17.4
総計 18.2 16.8 17.7
関西国際大学研究紀要　第13号
56－　　－
３．おわりに
　本稿では，読解力を中心に，文章量や日本語運用能力との関係を2011年度生のデータで見てき
た。結果を整理すると次のようになる。
・内容の読解が正しいグループの方が，文章量が多くなる傾向があり，また，表現の形式が正
しくないグループ方が，文章量が多くなる傾向がある。すなわち，内容の読解が正しく表現
の形式が正しくないグループが最も文章量が多くなっている。
・内容の読解が正しいグループの方が，日本語運用能力テストの得点がよい傾向があり，その
特徴は表現の形式が正しいグループ内で顕著である。
　これらの傾向は，2009－10年度生の傾向と概ね同じであった。
　読解力と日本語運用能力との間には相関があると従来から考えられており，今後は，それら２
つの能力の関連性についてさらに詳細に考察を深めていきたいと考えている。
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